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震
度
6
の
地
震
で
、
た
ん
す
な
ど
重
い

家
具
が
転
倒
し
、
耐
震
性
の
低
い
建
物
は

倒
壊
や
倒
壊
に
よ
っ
て
道
を
ふ
さ
い
で
し

ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
自
宅
の
耐
震

診
断
を
行
い
、
必
要
で
あ
れ
ば
耐
震
補
強

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

家
具
な
ど
の
下
敷
き
に
な
ら
な
い
よ
う

に
壁
な
ど
に
固
定
し
、
配
置
を
工
夫
し
ま

し
ょ
う
。

住
宅
や
自
治
会
の
集
会
所
の
耐
震
診

断
・
補
強
へ
の
助
成
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

地
震
な
ど
の
災
害
は
、
い
つ
ど
こ
で
起
こ
る
か
わ

か
り
ま
せ
ん
。
い
ざ
と
い
う
と
き
に
慌
て
な
い
よ
う

に
備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

備
蓄
品
や
避
難
所
・
避
難
経
路
の
確
認
、
家
族
と

の
連
絡
方
法
を
決
め
る
な
ど
、
で
き
る
こ
と
か
ら
一

つ
ず
つ
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

あ
ら
か
じ
め
行
っ
た
備
え
が
、
い
ざ
と
い
う
と
き

あ
な
た
を
守
り
ま
す
。
今
一
度
、
確
認
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

○
簡
易
耐
震
診
断
、
住
ま
い
の
耐
震
補
助

昭
和
56
年
5
月
以
前
に
建
て
ら
れ
た
耐

震
性
の
低
い
住
宅
の
耐
震
診
断
や
改
修

工
事
を
補
助　
　
　

（
今
年
度
の
募
集
は
終
了
。4
月
よ
り
受
付
し
ま
す
。）

■問
（市）
建
築
住
宅
課

○
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
共
済　

年
額
5
千
円
で
自
然
災
害
に
よ
る
住
宅

の
被
害
に
最
大
6
0
0
万
円
を
給
付

■問
兵
庫
県
住
宅
再
建
共
済
基
金

☎
0
7
8
l
3
6
2
l
9
4
0
0

耐
震
化
で
命
を
守
る

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に

備
え
て
い
ま
す
か
？

壁などに
しっかり
固定

いざというときのために

地震への備え
いざというときのために

地震への備え
■問（市）危機管理課■問（市）危機管理課

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
普
段
か
ら

地
域
で
行
わ
れ
る
訓
練
に
参
加
し
ま
し
ょ

う
。訓

練
に
は
、
情
報
収
集
・
伝
達
、
消
火
、

救
出
・
救
助 

、
避
難
、
避
難
所
運
営
、

炊
き
出
し
な
ど
様
々
な
訓
練
が
あ
り
ま

す
。ま

た
、
い
ろ
い
ろ
な
訓
練
を
組
み
合
わ

せ
て
行
う
総
合
訓
練
や
、
町
内
清
掃
な
ど

の
行
事
に
防
災
の
要
素
を
取
り
入
れ
て
行

う
イ
ベ
ン
ト
型
訓
練
が
あ
り
ま
す
。
繰
り

返
し
参
加
し
て
訓
練
を
積
み
上
げ
ま
し
ょ

う
。

三木市役所・〒673-0492  上の丸町10-30・182－2000三木市役所・〒673-0492  上の丸町10-30・182－200037

特集
S P E C I A L
E D I T I O N2

災
害
時
に
必
要
な
物
品
は
、
各
家
庭
で
の
備
蓄
が
基
本
と
な

り
ま
す
。
食
料
や
飲
料
水
は
3
日
か
ら
１
週
間
分
を
用
意
し
、

定
期
的
に
消
費
期
限
な
ど
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
非
常
持
出
袋
を
準
備
し
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え

ま
し
ょ
う
。

ご
希
望
の
場
合
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

○
（市）
消
防
本
部

■問
☎
8
2
l
0
1
1
9

○
三
木
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
会

■問
（市）
危
機
管
理
課

防
災
訓
練
に
参
加
す
る

情
報
を
入
手
す
る

食
料
や
日
用
品
を
備
蓄
す
る

市
で
は
、
災
害
時
に
は
、
災
害
や
避
難

の
情
報
な
ど
を
、
次
の
手
段
で
市
民
の
皆

様
に
お
伝
え
し
ま
す
。

携
帯
電
話
に
三
木
安
全
安
心
ネ
ッ
ト
を

登
録
し
、
災
害
時
に
情
報
を
受
け
取
れ
る

よ
う
に
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

訓
練
を
支
援
し
ま
す

○
緊
急
エ
リ
ア
メ
ー
ル

○
三
木
安
全
安
心
ネ
ッ
ト

○
三
木
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

○
F
M
み
っ
き
ぃ

（7
6
.1
M
H

ｚ
）

○
テ
レ
ビ　
　
　
　

な
ど

三木安全安心
ネット
miki@bosai.net
に空メールを送
信し、返信メー
ルに沿って登録
してください。

QR
コード

1 懐中電灯

6 卓上
コンロ

2 水

7 タオル

3 携帯
ラジオ

8 現金

4 食糧

9 ポリ
タンク

5 乾電池

10救急
セット

飲料水は1人
1日3L必要

震災被災者に聞いた
災害時に必要だと思うもの災害時に必要だと思うもの BEST10BEST10

軍手、ヘルメット、ビニール袋、
ライター、預金通帳の番号控え、
保険証、免許証コピー、筆記具、
歯磨きセット、衣類、防寒服、保
温シートなど

参考：（財）消防科学総合センター
　　　「大地震被災経験者に聞く」

●非常持出袋での持出品は成人男性15㎏、
成人女性10㎏を目安に、必要なものを
選んでください。

●食糧は、消費期限が長い、食べなれてい
るものを中心に備蓄しておきましょう。
例）即席麺（カップ麺・袋麺）、レトル
ト食品、パック米飯、缶詰など

その他役に立つものその他役に立つもの


